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本　社／宮城県石巻市大街道南2丁目9-13
　　　　TEL.0225（95）8333㈹
　　　　HP http://www.endo-k.co.jp/

代表取締役  遠藤  正樹
本　社／〒986-0875 宮城県石巻市末広町2番10号
　　　　TEL.0225（96）4140㈹  FAX.0225（93）8090
仙台支店／〒984-0042 宮城県仙台市若林区大和町三丁目9-1
　　　　TEL.022（235）7636  FAX.022（782）9056

代表取締役社長  髙橋  寛治

〒986-0805 宮城県石巻市大橋二丁目1-1
TEL.0225（96）6651  FAX.0225（96）6326
URL  http://www.kowakogyo.com

宮城県石巻市向陽町4丁目21番7号
TEL.0225（22）1449
Ｅ-mail:info@k-yawaragi.jp

代表取締役  千葉  政武 代表取締役  今野  雅之

ISO9001・14001認証取得

株式会社 晃和工業

宮城県石巻市門脇字捨喰31-1
TEL.0225（93）8351㈹  FAX.0225（93）4848

代表取締役  大槻  昌克
〒986-0861 宮城県石巻市蛇田字北経塚12-11
TEL.0225（22）8682  FAX.0225（22）9080

代表取締役  髙橋  一美
大正建設株式会社
ISO9001・ISO14001・ISO45001認証取得

SAFETY&MENTALITY

代表取締役  武田  信哉

〒986-1111 宮城県石巻市鹿又字山下西23
TEL.0225（75）2864   FAX.0225（75）2879

代表取締役  千葉  雄之

宮城県石巻市桃生町中津山字中津山198
TEL.0225（76）4128  FAX.0225（76）3027

株式会社武田鉄工所
国土交通大臣Mグレード認定工場

重軽量鉄骨工事一式 

宮城県石巻市小船越字二子北上111
TEL.0225（62）3760　FAX.0225（62）3794

http://www.takeyama-kogyo.com

代表取締役社長  武山  隼人
本 社　宮城県石巻市のぞみ野１丁目１-２
　　　  TEL.0225（23）0181 FAX.0225（95）5821
　　　  URL http://tsudakaiun.co.jp/

代表取締役  津田　真栄美
建　設　業
内航海運業　　 利用運送業

おかげさまで創業100周年

宮城県石巻市あけぼの北一丁目1-8
TEL.0225（93）6629　FAX.0225（93）9541

代表取締役  菊地  建慶

人に優しく、より安全で
快適な環境を提供いたします。

宮城県塩釜市北浜四丁目14番1号
TEL.022（364）2111　FAX.022（364）2130

代表取締役社長  宮﨑  　剛

〒986-0032 宮城県石巻市開成1-24
TEL.0225（98）3071  FAX.0225（98）3041

代表取締役社長  船橋  吾一
代表取締役専務  若生  正則

東北ドック鉄工株式会社
今後も宮城の持続的発展に貢献します 永岡ウエル工業所

株式会社

〒980-0811 
仙台市青葉区一番町4-1-25 東二番丁スクエア
Tel（022）261-6929   Fax（022）261-6932

所　長　髙 嶋 甲 志

建築設計・監理

http://www.nissoken.co.jp

東北事務所

ヒ ラ ツ カ
株式会社

宮城県石巻市須江字畳石前1番15
TEL.0225（98）6828  FAX.0225（98）6865

宮城県石巻市双葉町1番10号
TEL.0225（93）7553  FAX.0225（95）5394

土木・舗装・建築工事他

株式会社　マルテック
代表取締役  阿部　磨

〒986-1111 
宮城県石巻市鹿又字横前134番地
TEL.0225（75）3660　
FAX.0225（98）3696

代表取締役社長  佐藤  昌良
本　　社／宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2
　　　　　TEL.0225（96）2222
仙台支店／仙台市青葉区国分町三丁目11番9
　　　　　TEL.022（797）4744

空から見える、いい仕事。

株式会社 丸本組

 

宮城県石巻市潮見町2番地の3
TEL.0225（93）1111　FAX.0225（93）1118

代表取締役社長  髙橋  暢介

地域の未来と環境を考える 5

本　　　社／宮城県石巻市清水町二丁目3-3　
　　　　　　TEL.0225（94）1111㈹
仙台営業所／仙台市青葉区本町三丁目4-18
　　　　　　（太陽生命仙台本町ビル7F）
　　　　　　TEL.022（266）8801

代表取締役  若生  保彦

ISO9001 認証登録
登録番号 MSA-QS-2395
ISO14001 認証登録
登録番号 MSA-ES-1797
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　４月に石巻市の新たな舵取り役となった
齋藤正美市長にインタビューを行った。石
巻市は東日本大震災から10年が経過し、
復興事業は落ち着きを見せる。今後、オー
ル市民で将来の石巻を展望し、新たな災害
に強いまちづくりへ施策を展開するところ
だ。齋藤市長に震災後のまちづくり、観光振
興策や地元建設業への期待などを聞いた。

オール市民で新たなまちづくりへ

齋藤　亀山紘前市長の市政を継承し、残さ
れた復興事業の完遂と、「未来への責任あ
る市政の実現」が私に課せられた今後４年
間の使命です。オール市民で将来の石巻市
を築き上げたいと思っております。本市が
抱える課題への対応や新たな行政改革を進
めるに当たっては、市民の参画が必要です。
このため、「動く市長室」として私の方から
総合支所などに出向き、広く意見を聞き、
将来の石巻を皆さんと一緒に模索し、まち
づくりを進めたいと考えております。

齋藤　今後のまちづくりを進めるに当たっ
て、元気で安心して暮らせる石巻市をス
ローガンに掲げています。震災復興で大規
模なハード事業が動いていましたが、落ち
着いてきました。残る雨水排水施設の整備
や街路整備を加速化していき復興の完遂を
目指していきます。そして、これから大事
なのは東日本大震災の記憶を風化させない

ことです。今後も心の復興に努めて、引き
続き被災者支援に対応していく考えです。

齋藤　マルホンまきあーとテラス（複合文
化施設）は、大ホールと小ホールに加えて
市民の活動室や展示室などを備えた、新た
な石巻の文化芸術の中心となる施設です。
このほか今年３月には、国、県、市で共同
整備を進めた石巻南浜復興祈念公園が開園
し、追悼広場や津波伝承館など震災の記憶
と教訓を後世へ伝承する公園が誕生したの
です。このように震災後、市内には素晴ら
しい施設が完成しましたが、これらを活か
し石巻の魅力をアピールしていかなくては
いけないと思っています。現在、新型コロ
ナウイルスの影響で大変な時期ですが、落
ち着いてきましたらいろいろなイベントを開
催していきたいですね。

齋藤　石巻は、海、山、川など大自然があ
り、食文化も豊かです。東京や仙台の方々
が休日に石巻に立ち寄ってくれることが私の
目標でもあります。具体的な観光振興に向け
ては、ほぼ無堤防区間であった旧北上川堤

防整備が完了したので、この河川堤防を活
かし石巻市の特色をアピールできるイベント
を提案したいと思っています。また、地元雇
用の創出に向けて工業団地への企業立地推
進に今後も力を入れるとともに、桃生地区へ
の新たな産業団地整備も検討していきます。

齋藤　これまで復興計画に基づき、災害に
強いまちづくりを進めてきました。しかし、
昨今の異常気象などで起こっている自然災
害を踏まえて、さらなる強靱な地域づくり
に取り組まなくてはなりません。インフラス
トックに努め、市民の財産および公共施設
に係る被害が最小化するように具体的な事
業をこれから考えていきます。また、私も
強く要望をしてきた国道108号石巻河南道
路も新規事業化となりました。石巻市も国
土交通省と一体となり、一日でも早い事業
完了に向けてサポートしていきます。

齋藤　地域から多く要望がある陸上競技場
の整備に向けて、今後、構想・計画を検討
していきます。このほか旧県石巻合同庁舎
の利活用について、市民に必要な施設整備
に向け具体策を図っていく考えです。

齋藤　地域の特色や魅力が分かる地元業者
の方々が働きやすいようにしなくてはなら
ないと思っております。来年度から新たな
制度を進められるよう本年度から方針を固
めていきます。具体的には、総合評価のポ
イントとなる地域貢献枠の拡大として石巻
市に貢献した企業を評価し加算する考えで
す。

齋藤　ここまで石巻市の復興が進んだのも
地元建設業の方々の並々ならぬ努力のおか
げです。昨今の自然災害に至っても、迅速
な対応に感謝しております。近年は、全国
各地で毎年のように自然災害が発生し、甚
大な被害をもたらしております。防災・減
災や国土強靭化への取り組みにおいても、
建設業界の協力なくしては進められないも
のであります。市民の安心・安全な暮らし
を確保するため、本市とともに協力し、取
り組みを強化していただくことを期待する
ほか、今後も市政発展の担い手である市内
の建設業が存続するため、行政側としても
できる限りサポートしていきたいと考えてお
ります。

就任の抱負をお願い致します。

最後に建設業にメッセージをお願いします。

復興事業後、新たに進めるハード事業は。

震災後のまちづくりについてはどうお考え
ですか。

具体的な観光振興、産業活性化に向けた
施策を教えて下さい。

市民が待ち望んでいた複合文化施設が今
年４月に開館するなど、震災後には多くの
施設が誕生しました。

全国各地で国土強靱化地域計画が策定さ
れています。石巻市が考える今後の計画を
お聞かせください。

昨年度から入札制度において総合評価方
式を本格導入しています。今後の制度の在
り方についてはどうお考えですか。
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1954（昭和29）年12月19日生まれ、66歳。石巻市蛇
田出身。84年石巻市議会議員初当選、87年宮城
県議会議員初当選、2019年宮城県議会副議長就
任。21年４月29日に石巻市長就任。好きな言葉は
「忘己利他」「耕不尽」。趣味は剣道、シャンソン。


